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ご入学おめでとう　北浦小学校第１回入学式
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第
１
回
定
例
会
の
経
過

２
月
26
日
（
金
）

　
【
本
会
議
】　�

開
会
、
会
期
の
決
定
、

諸
般
の
報
告
、
所
信

表
明
、
動
議
の
提
出
、

説
明
、
採
決

29
日
（
月
）

　
【
本
会
議
】　�

動
議
の
提
出
、
議
案

の
上
程
、説
明
、質
疑
、

討
論
、
採
決

３
月
２
日
（
水
）

　
【
本�

会
議
】　

一
般
質
問
（
４
議
員
）

３
日
（
木
）

　
【
本�

会
議
】　

一
般
質
問（
３
議
員
）

４
日
（
金
）

　
【
本
会
議
】　

一
般
質
問
（
３
議
員
）

７
日
（
月
）

　
【
本
会
議
】　�

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決

８
日
（
火
）

　
【
本
会
議
】　�

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決

９
日
（
水
）

　
【
本
会
議
】　�

議
案
に
対
す
る
質
疑

（
平
成
28
年
度
予
算
）、

予
算
特
別
委
員
会
の

設
置
、
付
託
、
委
員

の
選
任

　
【
予
算
特
別
委
員
会
】　

　
　
　
　
　

�

正
副
委
員
長
の
互
選
、

分
科
会
設
置
、
委
員

の
選
任

11
日
（
金
）

　
【
予�

算
特
別
委
員
会
】

　
　
　
　
　

第
１
・２
分
科
会

14
日
（
月
）

　
【
予�

算
特
別
委
員
会
】

　
　
　
　
　

第
１
・２
分
科
会

28
日
（
月
）

　
【
予�

算
特
別
委
員
会
】

　
　
　
　
　

�

第
１
・
２
分
科
会
主
査

報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決

　
【
本
会
議
】　�

委
員
長
報
告
、
議
案

の
上
程
、説
明
、質
疑
、

討
論
、
採
決
、
閉
会

平成 28 年
第１回定例会

３
月
定
例
会
の

あ
ら
ま
し　

　

３
月
定
例
会
は
、
２
月
26
日

か
ら
３
月
28
日
ま
で
の
32
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年

度
の
予
算
に
関
す
る
議
案
を
は

じ
め
、
人
事
案
件
や
条
例
の
制

定
案
な
ど
が
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
は
議
員
辞

職
勧
告
決
議
案
な
ど
の
動
議
が

提
出
さ
れ
審
議
し
ま
し
た
。（
審

議
結
果
は
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

市
の
考
え
を
問
う
一
般
質
問

に
は
10
名
の
議
員
が
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
３

つ
の
基
本
理
念
を
掲
げ
ま
し
た
。

●「
継
続
」
か
ら
「
変
革
」
へ

●「
み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

●「
身
の
丈
に
あ
っ
た
市
政
運
営
」

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
５
つ
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○「
働
く
場
の
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

�

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
盛
り

上
げ
る
！　

地
域
に
根
差
し
た

産
業
を
活
性
化
し
て「
働
く
場
」

を
確
保
す
る
！　

○�

「
健
康
で
文
化
的
な
ま
ち
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

　

�

日
本
一
「
元
気
で
包
容
力
の
あ

る
地
域
」
を
つ
く
る
！　

市
民

の
安
心
の
た
め
の
医
療
体
制
を

構
築
す
る
！　

○「
住
み
や
す
い
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

�

住
み
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
！　

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
公
共
交
通
を
実
現
す
る
！　

公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
を
持
続

可
能
と
す
る
！

○
「
み
ん
な
で
育
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

�

子
育
て
し
や
す
い
地
域
に
す

る
！　

行
方
の
特
色
を
活
か
し

た
教
育
を
行
う
！　

子
ど
も
を

産
み
た
い
希
望
を
叶
え
住
み
た

い
ま
ち
を
つ
く
る
！

○�

「
情
報
発
信
で
日
本
一
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

　

�

全
市
民
が
情
報
発
信
元
と
な

り
、
情
報
発
信
日
本
一
の
市
を

目
指
す
！

　

こ
れ
ら
の
基
本
目
標
を
掲
げ

て
、
積
極
的
な
施
策
推
進
を
目
指

す
と
表
明
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
可
決

　

将
来
像
実
現
の
た
め
の
３
つ
の
基
本
理
念

　

鈴
木
周
也
市
長
は
、
平
成
28
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
、
合
併
か

ら
10
年
が
経
ち
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
次
の
10
年
、
さ
ら

に
は
次
の
20
年
を
視
野
に
入
れ
た
、
新
た
な
行
方
市
の
未
来
を
形
作
る

「
行
方
市
版
総
合
戦
略
書
」に
よ
り
進
め
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

施
政
方
針

　
　

新
た
な
行
方
市
の
未
来
に
向
け
取
り
組
む

施政方針を行う鈴木市長
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平成28年度　予算総額　290億円
一般会計は165億円（前年度比7.7％の減）

会　　計　　名 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比％

一般会計 165 億円 178 億 8,000 万円 △ 7.7

特
別
会
計

国民健康保険 60 億 6,800 万円 61 億　400 万円 △ 0.6

介護保険 33 億 9,470 万円 33 億 7,940 万円 0.5

後期高齢者医療 3億　800 万円 3億　900 万円 △ 0.3

農業集落排水事業 2億 3,100 万円 1億 3,700 万円 68.6

特定環境保全公共下水道事業 4億　200 万円 4億 6,500 万円 △ 13.5

流域関連公共下水道事業 3億 1,800 万円 3億 5,000 万円 △ 9.1

戸別浄化槽整備事業 1億 5,500 万円 1億 5,400 万円 0.6

水道事業会計 16 億 8,940 万円 15 億 2,595 万円 10.7

合　　　　　　計 290 億 6,610 万円 303 億　435 万円 △ 4.1

一般会計 165 億円の内訳
【歳入】 前年度比％
市税 35 億 8,723 万円 △ 0.6
地方譲与税 2億 5,900 万円 △ 1.1
地方消費税交付金 5億 9,000 万円 9.5
地方交付税 60 億円 △ 1.3
分担金及び負担金 7,342 万円 △ 24.5
使用料及び手数料 1億 4,736 万円 7.0
国庫支出金 18 億 7,249 万円 △ 7.3
県支出金 10 億 3,908 万円 △ 26.6
財産収入 5,280 万円 △ 3.0
寄附金 1億 5,000 万円 899.9
繰入金 5億 2,072 万円 △ 40.2
繰越金 2億円 0.0
諸収入 3億 6,881 万円 4.4
市債 14 億 1,210 万円 △ 29.3
ゴルフ場利用税交付金 1億 4,500 万円 △ 2.7
その他 8,200 万円 0.0

【歳出】 前年度比％
議会費 1億 5,707 万円 △ 7.4
総務費 23 億 6,139 万円 7.1
民生費 47 億 1,966 万円 △ 1.0
衛生費 12 億 3,949 万円 5.1
農林水産業費 8億 1,896 万円 3.4
商工費 3億 4,687 万円 △ 4.2
土木費 20 億 8,214 万円 7.1
消防費 10 億 2,712 万円 0.8
教育費 19 億 5,393 万円 △ 47.9
災害復旧費 6千円 △ 99.8
公債費 17 億 8,337 万円 5.9
諸支出金 1千円 0.0
予備費 1,000 万円 0.0

※�金額は、１万円未満を四捨五入しているため、
　円グラフ中央の合計額とは一致しません。

地方交付税
36.4％

市税
21.７％

国庫支出金
11.３％

市債
8.6％

県支出金
6.3％

地方消費税
交付金
3.6％

繰入金
3.2％

諸収入
2.2％

地方譲与税
1.6％ 繰越金

1.2％

寄附金
0.9％

使用料及び
手数料
0.9％

ゴルフ場
利用税
交付金
0.9％
その他
1.3％

歳　入
165億円

民生費
28.6％

総務費
14.3％

土木費
12.6％

教育費
11.8％

公債費
10.8％

消防費
6.2％

衛生費
7.5％

農林水産業費
5.0％

商工費
2.1％

議会費
1.0％

予備費
0.0％

諸支出金
0.0％ 災害復旧費

0.0％

歳　出
165億円

（予算編成の概要）
　市民協働協創のまちづくりを
目指し、総合戦略書に掲げた事
業を推進する予算編成となりまし
た。特に人口減少に歯止めをか
ける政策が重要となっています。
　普通交付税は、28年度から
５年間減少（これまでの旧３町
分の合併算定替が１本算定に
なるため）していくことから、
行政改革等を進め歳出抑制を
行わなければなりません。また、
27年度で学校等適正配置実施
計画に基づく北浦地区統合小
学校の建設が終了することか
ら、教育費については大幅減額
計上となりました。
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平成 28 年度　予算審査を　　　　　お伝えいたします
　また、予算特別委員会では、　２つの分科会に分かれ、専門的かつ効果的な審査が行われました。
予算審査の内容は一部を要約して掲載しました。

　第１分科会（主査　宮内　正、副主査　土子浩正）は、
９名の委員で構成され、一般会計以外に国民健康保険、介
護保険、後期高齢者医療の特別会計を審査しました。

議会事務局・市長公室・総務部 保健福祉部

教育委員会

議員共済会給付費負担金について問 国民健康保険特別会計について問

母子保健事業　出産ほう賞金について問

出産育児一時金について問

災害援護貸付金（大震災）について問

高額介護サービス費負担金について問

外国語指導助手活用事業について問

北浦幼稚園基本構想基本計画策定委託料について問

北浦公民館空調設備改修工事について問

平成31年茨城国体に向けた選手強化事業について問

日独スポーツ少年団同時交流受入事業補助金
について

問

行方市ふるさと応援寄附金基金積立金について問

定住化促進事業について問

消防費　操法大会コース測量委託料について問

指定公用車運行管理業務委託料について問

産業立地推進事業について問

負担金の額は、その年の支払い状況により、総
務省で決定されます。

答 平成 30 年度から県が財政主体となることが決
定されており、現在ワーキングチームを立ち上
げ、県と市町村で協議を行っています。

答

お祝金として 30,000 円を交付するものです。
平成 28 年度は 200 名を計上しました。

答

42 万円で、各市町村統一されています。（限度
額は国で決められています。）

答

東日本大震災関係での貸付をするもので、平成
30 年３月 31 日まで申込み可能です。

答

平成 27 年８月より所得段階区分が改正され、
現役並み所得者は月額 44,400 円が上限、一般
の方は月額 37,200 円、住民税非課税の方は、
月額 24,600 円、生活保護受給者は、月額 15,000
円です。

答

外国語指導助手は６名を予定。幼稚園・小、中学
校全て実施します。幼稚園は月２回実施。小、中
学校は毎日です。（ただし幼稚園に行く時間を除く。）

答

現在の北浦幼稚園の環境改善の調査・検討を行
うための予算です。

答

ここ数年修理修繕を繰り返してきたことから、
全館集中方式を見直し、各室分散方式へ切り替
えて管理を行うものです。

答

国体世代になる中学生、高校生にアンケートを
行った結果、麻生高校の女子バスケットボール
部、同校の男女ハンドボール部が国体に向けて
取組んでいきたいと要望があり強化支援をして
いきます。

答

８月にドイツから当市に５泊６日 12 名が来日
し、スポーツ少年団交流を行う事業です。滞在
するホストファミリー等の負担を考慮して計上
しました。

答

来年度の収入予想として、１億５千万円を見込
んでいます。

答

定住支援センターを立ち上げ市内外を問わず相
談を受け付けられる体制を作っています。

答

優良企業へのアンケートや、首都圏、近畿・大
阪方面で開催される企業立地セミナーにおいて
ＰＲ活動を行います。

答

当市が、平成 28 年度鹿行地区操法大会の会場
となることから、コースを測量する費用です。

答

市長用公用車の運転業務委託料となります。答

予算特別委員会
【�議会事務局・市長公室・総務部・
会計課・保健福祉部・教育委員会】第１分科会
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平成 28 年度　予算審査を　　　　　お伝えいたします
　平成28年度の一般会計、各特別会計及び水道事業会計の予算は、議長を除く19名で構成する「予算特
別委員会（委員長　宮内　守、　副委員長　栗原　繁）」が設置され審査を行いました。

建設部・水道課
道路関係の地方交付税について問

急傾斜地崩壊対策事業について問

橋梁維持補修工事について問

約８億８千万円交付されています。答

県に要望していますが、県内全体のため早急に
は対応できていない状況。現在実施の市内３カ
所は事業費が増額され早急に完了させていく方
向です。

答

長寿命化計画策定により、７橋実施分を計上し
ました。（麻生地区３橋、玉造地区４橋）腐食
防止、下部補強の補修を行います。

答

予算特別委員会
【建設部・水道課・
経済部・農業委員会】第２分科会

　第２分科会（主査　小林　久、副主査　阿部孝太郎）
は、10名の委員で構成され、一般会計以外に、農業集
落排水事業、特定環境保全公共下水道事業、流域関連
公共下水道事業、戸別浄化槽整備事業の特別会計、水
道事業会計を審査しました。

経済部・農業委員会
ごみ処理手数料の内訳について問

特定防衛施設周辺整備事業費を財源とする有
機肥料供給センター整備改修事業について

問

資源ごみ手選別委託料について問

農地流動化について農地中間管理機構との連
携の仕方は

問

農業用機械等導入補助金について問

イノシシ被害防止対策事業補助金について問

農業振興事業　人・農地プラン策定について問

都市交流事業について問

特定防衛周辺整備事業について問

農業集落排水事業（玉造北部地区）の進捗状況
について

問

戸別浄化槽事業について問

実績は、家庭系が１割、事業系が９割となって
おり、同等の割合で 4,800万円を計上しました。

答

平成 28 年度に改修工事の基本設計業務を委託
し５年間で行う計画です。

答

可燃、不燃ごみを分別しないで捨てる方があり
これらの選別を手作業により行う経費です。

答

農業委員会は連携して積極的に推進する役割が
あり、今後は農地利用最適化推進委員が集積を
担っていきます。

答

平成 28 年４月１日から実施し、補助は 10 万円
以上の機械購入を対象とし、購入額の５パーセ
ント、上限額 10 万円を補助するものです。

答

市内でこれまでに４年間累計 206 頭捕獲してい
る状況もあり、電気柵補助を行います。市販の
もの（３～５万円）購入額の２分の１を補助し
ます。

答

市全体を１つの地域としてプランをつくり、認
定農業者をはじめ担い手をプランに位置づけ
し、青年就農給付金、農地集積等を盛り込み策
定します。

答

都市部と観光交流事業を進め、市特産品ＰＲ、
交流人口の拡大、活性化につなげることを目的
とし実施します。相手先は武蔵野市を検討して
います。

答

玉 58 号線（若海）は、240 メートル実施予定
です。玉９号線（泉～緑ヶ丘）は説明会時に道
路をつなぐ箇所の変更を求める意見もあったこ
とから、線形見直しができるか検討します。

答

施設が完成し供用開始していますが、接続率は
30％です。

答

年間に浄化槽60基設置の予算化をしていますが、
計画に達しておらず広報啓発をしていきます。

答
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平成 28 年第１回行方市議会定例会　議決結果一覧
《市長提出議案　46 件》
議案番号 件　　　　　名 結果
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦 適任であると答申
諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦 適任であると答申
議案第２号 教育委員会委員の任命 原案同意
議案第３号 監査委員の選任 原案同意
議案第４号 公平委員会委員の選任 原案同意
議案第５号 損害賠償の額を定め、和解すること 原案可決
議案第６号 非核平和都市宣言 原案可決
議案第７号 公の施設の広域利用に関する協議 原案可決
議案第８号 行方市公の施設の広域利用に関する協定の実施のための特例条例の制定 原案可決
議案第９号 行方市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 10 号
行方市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例及び行方市教
育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改
正する条例

原案可決

議案第 11 号 行方市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第 12 号 行方市職員定数条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第 13 号 行方市証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 14 号
行方市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を
改正する条例

原案可決

議案第 15 号 行方市資金積立基金条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 16 号 行方市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 17 号
行方市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに
指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 18 号 行方市こども館条例の制定 原案可決
議案第 19 号 行方市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定 原案可決
議案第 20 号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 原案可決
議案第 21 号 行方市行政不服審査会条例の制定 原案可決
議案第 22 号 行方市行政不服審査関係手数料条例の制定 原案可決
議案第 23 号 工事請負契約の締結（仮称）島並地区屋外スポーツ施設整備工事（土木工事） 原案可決
議案第 24 号 工事請負契約の締結（仮称）島並地区屋外スポーツ施設整備工事（建築工事） 原案可決
議案第 25 号 平成 27 年度行方市一般会計補正予算（第５号） 原案可決
議案第 26 号 平成 27 年度行方市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第 27 号 平成 27 年度行方市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第 28 号 平成 27 年度行方市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 29 号 平成 27 年度行方市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第 30 号 平成 27 年度行方市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第 31 号 平成 27 年度行方市流域関連公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第 32 号 平成 27 年度行方市戸別浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第 33 号 平成 27 年度行方市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
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議案第 34 号 行方市道路線の廃止 原案可決
議案第 35 号 行方市道路線の認定 原案可決
議案第 36 号 平成 28 年度行方市一般会計予算 原案可決
議案第 37 号 平成 28 年度行方市国民健康保険特別会計予算 原案可決
議案第 38 号 平成 28 年度行方市介護保険特別会計予算 原案可決
議案第 39 号 平成 28 年度行方市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議案第 40 号 平成 28 年度行方市農業集落排水事業特別会計予算 原案可決
議案第 41 号 平成 28 年度行方市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算 原案可決
議案第 42 号 平成 28 年度行方市流域関連公共下水道事業特別会計予算 原案可決
議案第 43 号 平成 28 年度行方市戸別浄化槽整備事業特別会計予算 原案可決
議案第 44 号 平成 28 年度行方市水道事業会計予算 原案可決
議案第 45 号 平成 27 年度行方市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

《議員提出議案　１件》
発議第１号 岡田晴雄議員に対する議員辞職勧告決議案 原案否決

***********************************************************************************************************

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

監
査
委
員
の
選
任

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

市
長
が
提
出
し
た
議
案
等

諮 

問　

人 

事

邉へ

た田
良り

ょ
う
じ治

　
　
（
白
浜
３
２
５
番
地
）

掛か
け
ふ
だ札

き
み
え

　
　
（
芹
沢
９
０
９
番
地
７
）

　

平
成
28
年
６
月
30
日
で
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、邉
田
氏
（
再
任
）

掛
札
氏
（
新
任
）
を
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

鈴す
ず
き木　

宏
ひ
ろ
し

　
　
（
小
幡
３
９
２
番
地
６
）

　

大
橋
和
範
氏
の
辞
任
に
伴
い
、

新
た
に
、
平
成
28
年
４
月
１
日
よ

■
行
方
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
及
び
行
方
市
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の

他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
及
び
茨
城
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
伴
う
職
員
の
給
与

改
定
に
準
じ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

･

期
末
手
当
の
引
き
上
げ

■
行
方
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
義

務
教
育
を
一
貫
し
て
行
う
義
務
教

育
学
校
が
新
た
な
学
校
の
種
類
と

し
て
規
定
さ
れ
た
た
め
所
要
の
改

正
が
さ
れ
ま
し
た
。

■
行
方
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が

さ
れ
ま
し
た
。

　
■
行
方
市
証
人
等
の
実
費
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が

さ
れ
ま
し
た
。

邊へ

た田
益ま

す
お男

　
　
（
山
田
１
２
１
５
番
地
）

　

平
成
28
年
３
月
31
日
で
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
邊
田
氏
を
引
き

続
き
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

松ま
つ
が
ね金

美み

ち

こ

智
子

　
　
（
西
蓮
寺
６
０
６
番
地
）

　

平
成
28
年
３
月
31
日
で
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
新
た
に
松
金
氏
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

り
鈴
木
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

条　
　

例

■
行
方
市
公
の
施
設
の
広
域
利
用

に
関
す
る
協
定
の
実
施
の
た
め
の

特
例
条
例
の
制
定

　

石
岡
市
、
小
美
玉
市
及
び
茨
城

町
の
住
民
が
、
行
方
市
の
公
の
施

設
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
定

め
ま
し
た
。

（
関
連
内
容
を
、
８
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。）

■
行
方
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　

人
事
院
勧
告
及
び
茨
城
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
準
じ
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

･

勤
勉
手
当
の
引
き
上
げ
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■
行
方
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

特
定
個
人
情
報
を
利
用
す
る
事

務
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

･
�

生
活
保
護
法
に
準
じ
て
行
う
生

活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対

す
る
生
活
保
護
の
措
置
に
関

す
る
事
務

･
�

行
方
市
医
療
福
祉
支
給
に
関
す

る
条
例
に
よ
る
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
事
務

･
�

行
方
市
降
園
後
保
育
に
関
す
る

規
則
に
よ
る
会
費
に
関
す
る
事
務

･
�

行
方
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

関
す
る
規
則
に
よ
る
会
費
に

関
す
る
事
務

■
行
方
市
資
金
積
立
基
金
条
例
の

一
部
改
正

　

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
金
に
つ
い
て
、
次
の
事
業
を

行
う
た
め
、
新
た
に
基
金
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

･
�

行
方
市
防
災
ま
ち
づ
く
り
基
金

･
�

有
機
肥
料
供
給
セ
ン
タ
ー
整
備

改
修
基
金

■
行
方
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

■
行
方
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
地
域
密
着
型
通

所
介
護
の
創
設
が
施
行
さ
れ
る
た

め
所
要
の
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

■
行
方
市
こ
ど
も
館
条
例
の
制
定

　

園
児
及
び
児
童
の
心
身
の
健
全

な
育
成
を
図
る
た
め
、
行
方
市
こ

ど
も
館
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

･
�

名
称　

行
方
市
北
浦
こ
ど
も
館

･
�

位
置　

行
方
市
内
宿
３
５
８
番

地
２
（
北
浦
小
学
校
敷
地
内
）

･
�

開
館
時
間
等　

午
前
７
時
か
ら

午
後
７
時
で
、
降
園
後
保
育

事
業
、
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
行
方
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

組
織
及
び
運
営
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

消
費
者
安
全
法
に
基
づ
き
、
組

織
及
び
運
営
並
び
に
情
報
の
安
全

管
理
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

■
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　

公
平
性
・
利
便
性
の
向
上
等
の

観
点
か
ら
行
政
不
服
審
査
法
が
全

部
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関

係
条
例
に
お
け
る
現
行
の
不
服
申

立
て
手
続
き
に
関
す
る
規
定
を
整

理
す
る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
行
方
市
行
政
不
服
審
査
会
条
例

の
制
定

　

審
査
会
の
組
織
及
び
運
営
等
に

つ
い
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

■
行
方
市
行
政
不
服
審
査
関
係
手

数
料
条
例
の
制
定

　

審
理
員
又
は
審
査
会
に
提
出
さ

れ
た
書
類
等
の
写
し
の
交
付
に
つ

い
て
の
手
数
料
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　

公
用
車
を
運
転
中
に
起
こ
し
た

車
両
と
の
接
触
事
故
に
つ
い
て
損

害
賠
償
額
１
７
６
万
９
０
７
円
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
非
核
平
和
都
市
を
宣
言
し
ま
し

た
。（
一
部
抜
粋
に
て
掲
載
）

た
。（
協
定
の
施
行
は
、
平
成
28

年
４
月
１
日
よ
り
）

･
�

広
域
利
用
の
で
き
る
主
な
施
設

は
次
の
と
お
り
。
利
用
の
手
続

き
は
施
設
へ
直
接
申
し
込
み
、

使
用
料
は
協
定
市
町
の
住
民
と

同
額
。

【
石
岡
市
】

　

石
岡
市
八
郷
総
合
運
動
公
園

　

石
岡
市
運
動
広
場

　

石
岡
市
海
洋
セ
ン
タ
ー

【
小
美
玉
市
】

　

希
望
ケ
丘
公
園

　

玉
里
運
動
公
園

　

小
美
玉
市
小
川
運
動
公
園

【
茨
城
町
】

　

運
動
公
園

　

�

茨
城
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
う
ゆ
う
館
」

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結（
仮
称
）

島
並
地
区
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
工
事
（
土
木
工
事
）

･

契
約
方
法　

一
般
競
争
入
札

･

契
約
金
額　

２
億
５
２
０
万
円

･
�

契
約
先　

高
橋
・
藤
﨑
特
定
建

�

設
工
事
共
同
企
業
体

･
�

代
表
構
成
員　

　

高
橋
建
設
株
式
会
社　

　
　

代
表
取
締
役�

高
橋
修
一

　

藤
﨑
建
設
株
式
会
社

　

こ
の
「
誇
れ
る
湖
と
肥
沃
な

台
地
」
に
支
え
ら
れ
た
美
し
い

郷
土
、
恵
ま
れ
た
自
然
、
豊
か

で
平
和
な
未
来
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
こ
と
こ
そ
が
、
私
た
ち

の
責
務
で
す
。

　

行
方
市
は
、
世
界
の
恒
久
平

和
を
強
く
希
求
し
、
市
制
施
行

10
周
年
に
あ
た
り
こ
こ
に
「
非

核
平
和
都
市
」を
宣
言
し
ま
す
。

提
出
議
案

■
石
岡
市
、
行
方
市
、
小
美
玉
市

及
び
茨
城
町
に
お
け
る
公
の
施
設

の
広
域
利
用
に
関
す
る
協
議

　

協
定
市
町
の
住
民
が
相
互
に
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
便
性
の

向
上
及
び
交
流
の
促
進
を
図
る
た

め
の
協
定
締
結
に
賛
成
し
ま
し
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代
表
取
締
役�

藤
﨑
政
行

･
工
期　

平
成
29
年
３
月
10
日

�

ま
で

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結（
仮
称
）

島
並
地
区
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
工
事
（
建
築
工
事
）

･

契
約
方
法　

一
般
競
争
入
札

･
�

契
約
金
額　

１
億
６
，
３
６
２

�

万
円

･
�

契
約
先　

株
式
会
社　

ミ
ノ
ワ

　

代
表
取
締
役�

箕
輪
伊
勢
男

･

工
期　

平
成
29
年
３
月
10
日

�

ま
で

■
行
方
市
道
路
線
の
廃
止
、
認
定

に
つ
い
て

　

市
道
改
良
に
伴
い
、
６
路
線
を

廃
止
、８
路
線
を
認
定
し
ま
し
た
。

■
岡
田
晴
雄
議
員
に
対
す
る
議
員

辞
職
勧
告
決
議
案

･
�

提
出
者
：　

髙
木　

正

･
���

提
出
賛
成
者
：
髙
栁
孫
市
郎
、

�

宮
内　

正
、
土
子
浩
正
、

貝
塚
俊
幸　
　
　
　
　

　

提
出
者
よ
り
提
案
理
由
の
説
明

が
さ
れ
た
後
、
弁
明
、
そ
し
て
決

議
案
に
反
対
、
賛
成
討
論
が
行
わ

れ
採
決
の
結
果
、
決
議
案
は
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

【
提
案
理
由
】（
一
部
抜
粋
）

■
行
方
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
こ
れ
ま
で
の
４
方
式
の
賦
課
方

式
か
ら
、
３
方
式
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。（
所
得
割
、
資
産
割
、
均

等
割
、
平
等
割
の
う
ち
、
資
産
割

を
廃
止
す
る
も
の
）

（
＊
参
考
）
県
内
44
市
町
村
の
う

ち
7
市
町
村
で
廃
止
し
て
い
ま

す
。

平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会

　

平
成
27
年
12
月
13
～
14
日
に
行

わ
れ
た
「
議
員
会
親
睦
旅
行
会
」

の
責
任
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

　

地
方
創
生
推
進
特
別
委
員
会

（
宮
内　

守　

委
員
長
）
は
、
３

月
28
日
の
本
会
議
に
お
い
て
最

終
報
告
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

（
委
員
長
報
告
よ
り
一
部
掲
載
）

　

提
言
を
行
っ
た
後
、
市
執
行

部
に
対
し
、
待
っ
た
な
し
で
あ

る
地
方
創
生
の
問
題
に
総
力
を

あ
げ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を

切
に
望
む
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　請願・陳情とは、市民が市政についての要望や
意見を直接「議会」に提出する方法です。

※�請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡単に分
かりやすく書いてください。
※�提出年月日、提出者の住所、氏名を書いて押印
してください。
※�請願書は、１人以上の紹介議員が必要で、表紙
に自筆による署名及び押印が必要です。
※�紹介議員がつかないときは、陳情書としてくだ
さい。
※�道路等は簡単な地図、略図、図面等を付けてく
ださい。

請願（陳情）書

紹介議員　　　
　署名　　　印

（表紙例）

○○○についての請願
（陳情）

1. 要旨
2. 理由

平成　年　月　日
請願（陳情）者の住所
氏名　　　　　　　印

行方市議会議長　殿

（内容例）

～　議会へ請願・陳情される方へ　～

どうなった　請願・陳情～議会へ請願・陳情される方へ～

■�「青少年健全育成基本法の制定」を求
める意見書提出に関する請願

【請願者】　　　�日本の青少年の健全育成を
推進する会 代表 木本信男

【紹介議員】　　阿部孝太郎
【付託委員会】　教育厚生委員会
【結果】　　　　趣旨採択

　請願に対する議会の意思決定は、理論
的には「採択」か「不採択」の２種類し
かないが、議会としては、請願の願意につ
いては十分に理解できるが、実現性の面で
確信が持てないといった場合に採られる請
願に対しての決定の方法をいいます。

第４回定例会で付託された請願について、次のとおり審査しました。
　教育厚生委員会（12月２日、第１委員会室）
　　○請願第７号　「青少年健全育成基本法の制定」を求める意見書提出に関する請願
　　■審査結果　　継続審査を必要とする。（本件の経過など、慎重審査又は調査するため。）

特
別
委
員
会

議
員
が
提
出
し
た
議
案

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
平
成
28
年
１
月
27
日
）

条　
　

例

議会メモ

「趣旨採択」とは
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問
質
般
一 市

の
考
え
を
問
い
ま
す

一
般
質
問
と
は
…

　

議
員
が
、
市
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
部
に
対
し
、

執
行
状
況
及
び
将
来
に
対
す
る
方
針
等
に
つ
い
て
質
し
、

あ
る
い
は
報
告
、
説
明
を
求
め
又
は
、
疑
問
を
質
す
こ
と

で
す
。�

（
制
限
時
間
90
分
）

の議員により
（12 ページから要約を掲載しています）

藤﨑　仙一郎　　（一問一答）
　　１　子育て支援
　　２　地方創生に関して　　　　　　
　　３　市営住宅について
　　４　市内排水路について
　　５　地域高齢者支援

髙橋　正信　　（一問一答）
　　１　安全に安心して暮らせるまちづくり
　　２　地方創生について

鈴木　　裕　　（一括）
　　１　なめがた地域総合病院の今後について　　
　　２　市民窓口対応について
　　３　教育支援について
　　４　職員の再任用について

土子　浩正　　（一括）
　　１　安心、安全なまちづくりについて
　　２　財政について
　　３　社会福祉について

小林　　久　　（一括）
　　１　魅力ある街づくり

（質問議員の順番は、登壇順です。）

３月４日（３議員）
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第１回定例会の一般質問は　１０名　
　　熱い議論が展開されました　

阿部　孝太郎　　（一問一答）
　　１　地方創生に関して　　　　
　　２　６次産業に関して
　　３　地域エリア放送に関して

髙木　　正　　　（一問一答）
　　１　地方創生時代における行政運営指針と
　　　　その具体的執行体制について
　　２　幼児教育について

小野瀬　忠利　　（一問一答）
　　１　社会の要請に応えるきめ細やかな質の
　　　　高い教育の実現に向けて
　　２　子育て支援について
　　３　職員の人事交流、異動について

河野　俊雄　　　（一括）
　　１　行財政改革
　　２　防災対応型エリア放送整備事業

栗原　　繁　　　（一括）
　　１　地方創生事業の進捗
　　２　公共財としての道路、排水路
　　３　一般ごみ収集について

３月２日（４議員）

３月３日（３議員）
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問　
合
併
後
10
年
が
経
過
し
、
こ
れ
か

ら
の
10
年
こ
そ
行
方
市
に
と
っ
て
劇
的

な
社
会
状
況
の
大
変
革
期
を
迎
え
、
そ

の
全
て
の
対
応
策
、
施
策
に
お
い
て
、

そ
の
根
底
に
は
強
力
な
「
今
こ
そ
行
方

市
の
総
力
が
試
さ
れ
て
い
る
」
と
の
認

識
を
持
つ
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
執
行

部
、
議
会
は
も
ち
ろ
ん
市
民
と
の
相
互

理
解
協
力
の
も
と
で
、
総
合
力
で
立
ち

向
か
う
最
後
の
大
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
か

ろ
う
か
と
思
う

答　

市
長　

オ
ー
ル
行
方
市
で
取
り
組

む
と
い
う
姿
勢
で
、
な
め
が
た
１
０
０

人
委
員
会
、
な
め
が
た
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
、
市
議
会
に
お
け
る
地
方

創
生
推
進
特
別
委
員
会
等
多
く
の
皆
さ

ん
に
幅
広
く
ご
参
画
を
い
た
だ
き
総
合

戦
略
書
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ

と
し
は
本
格
的
な
実
行
段
階
に
入
り
ま

す
。
こ
の
地
方
創
生
を
最
大
の
チ
ャ
ン

問　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
少
子
化
対
策
に

つ
い
て
の
施
策
は

答　
市
長　
市
民
自
ら
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
、
市
外
の
人
達
に
も
魅
力

の
あ
る
ま
ち
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

答　

市
長
公
室
長　

結
婚
対
策
事
業

と
し
て
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
し
て
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本

年
度
は
近
隣
市
等
と
の
共
催
事
業
も
展

開
し
て
い
ま
す
。

答　

教
育
長　

幼
稚
園
に
お
け
る
授

業
料
の
軽
減
、
朝
の
預
か
り
保
育
の
実

施
、
小
中
学
校
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
バ

ス
利
用
料
の
軽
減
、
就
学
援
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問　
幼
稚
園
の
授
業
料
軽
減
、
小
学
３

年
生
以
内
の
枠
組
み
を
超
え
る
こ
と
は

可
能
か

答　

市
長　

各
自
治
体
に
お
い
て
そ

の
枠
組
み
を
超
え
る
こ
と
は
可
能
だ
と

地
方
創
生
に
関
し
て阿部　孝太郎 議員

考
え
ま
す
。

問　
官
民
協
働
、
地
域
間
連
携
、
政
策

間
連
携
は
十
分
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か

答　

市
長　

官
民
協
働
と
し
て
６
次
産

業
推
進
、
地
元
企
業
と
の
連
携
等
、
地

域
間
連
携
と
し
て
鹿
行
広
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

構
築
、
政
策
間
連
携
と
し
て
縦
割
り
で

な
く
横
断
的
な
施
策
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　
東
京
農
業
大
学
、
阿
見
町
と
の
連

携
の
成
果
、
内
容
、
今
後
の
展
開
は

答　

市
長　

６
次
産
業
化
農
商
工
連

携
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
阿

見
町
と
の
連
携
に
関
し
て
は
都
市
部
の

消
費
者
に
向
け
た
事
業
展
開
を
計
画
す

る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

答　

経
済
部
長　

セ
ミ
ナ
ー
は
来
年

度
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

問　
具
体
的
実
施
内
容
、
期
待
す
る
効

果
、
目
標
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

答　

市
長　

防
災
を
中
心
と
し
た
行

政
の
情
報
放
送
を
主
に
し
て
い
る
が
、

少
子
化
対
策
等
の
様
々
な
分
野
で
の
波

及
効
果
を
期
待
し
て
お
り
、
エ
リ
ア
放

送
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
基
軸
と
し
、
情

報
発
信
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

髙木　正 議員

６
次
産
業
に
関
し
て

地
域
エ
リ
ア
放
送
に
関
し
て

地
方
創
生
時
代
に
お
け
る
行
政
運
営
指

針
と
そ
の
具
体
的
執
行
体
制
に
つ
い
て

ス
と
捉
え
、
将
来
の
成
長
、
発
展
に
資

す
る
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
活
用

し
て
い
く
新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

問　
市
民
生
活
に
直
結
す
る
部
分
に
お

い
て
、
今
の
世
代
の
将
来
へ
の
責
任
と

し
て
認
識
に
立
つ
変
容
を
求
め
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
う
が

答　
総
合
戦
略
課
長　

人
口
減
少
も
あ

り
今
ま
で
の
よ
う
に
増
え
て
い
く
目
標

を
立
て
る
内
容
で
は
な
く
、
現
実
を
直

視
し
て
進
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　
人
口
対
策
は
行
方
市
に
と
っ
て
致

命
的
行
政
課
題
で
あ
る
。
子
ど
も
は
宝

で
あ
り
将
来
へ
の
展
望
を
描
く
基
礎
で

あ
る
。
20
、
50
年
先
を
見
据
え
た
幼
児

教
育
全
般
に
つ
い
て
の
公
立
、
民
間
の

並
列
の
中
で
の
方
向
性
及
び
公
の
責
任

の
所
在
を
伺
う

答　
市
長　

こ
れ
か
ら
の
入
園
者
数
が

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
等
調
査
を
し
、

28
年
度
中
に
は
明
確
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

市
民
協
働
の
中
で
こ
の
世
代
の
当
事
者

た
る
責
任
と
し
て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と

思
う
。
そ
の
転
換
期
で
あ
る
。

幼
児
教
育
に
つ
い
て
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問　
障
が
い
者
差
別
解
消
法
に
対
す
る

認
識
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

答　
教
育
長　

一
人
一
人
の
状
況
に
応

じ
て
適
切
な
変
更
や
調
整
、
合
理
的
配

慮
の
提
供
が
必
要
で
、
個
別
支
援
計
画

等
の
も
と
、
校
内
環
境
の
整
備
、
教
職

員
の
研
修
、
支
援
員
の
配
置
等
関
係
機

関
と
連
携
し
支
援
体
制
の
整
備
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

問　
一
億
総
活
躍
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
人
材
の
育
成
、
教
育
で
あ
る

と
思
う
が
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成

の
基
礎
を
育
む
幼
児
期
か
ら
小
中
ま
で

の
一
貫
教
育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
の
か

答　
教
育
長　

幼
、
小
の
連
携
と
し
て

幼
稚
園
児
を
学
校
に
招
い
て
授
業
に
触

れ
る
機
会
を
設
け
た
り
、
共
に
活
動
を

行
う
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。
小
中

一
貫
連
携
に
関
し
て
は
、
６
年
生
の
担

任
と
中
学
１
年
生
の
担
任
が
情
報
を
交

換
し
た
り
、
授
業
公
開
、
出
前
授
業
等

小野瀬　忠利 議員

社
会
の
要
請
に
応
え
る
き
め
細
や
か

な
質
の
高
い
教
育
の
実
現
に
向
け
て

問　
行
政
組
織
機
構
改
革
の
今
後
の
見

通
し
を
伺
う

答　
総
務
部
長　

未
来
へ
つ
な
が
る
持

続
可
能
な
行
政
運
営
と
限
ら
れ
た
経
営

資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
図
ら
れ
る
組
織
、
簡
素
で

効
率
的
な
組
織
、
新
た
な
行
政
課
題
に

対
応
で
き
る
組
織
、
各
種
計
画
に
対
応

で
き
る
組
織
、
以
上
を
基
本
に
組
織
の

見
直
し
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

問　

人
事
評
価
制
度
導
入
に
あ
た
り
、

試
行
期
間
の
総
括
は
さ
れ
て
い
る
の
か

答　
総
務
部
長　

上
司
が
部
下
を
評
価

す
る
う
え
で
、
各
評
価
者
の
評
価
基
準

に
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、
公
平
な
評
価
が

で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
本
格

導
入
に
向
け
て
評
価
者
研
修
会
を
実
施

す
る
な
ど
評
価
者
が
同
じ
目
線
で
評
価

河野　俊雄 議員

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

し
、
公
平
公
正
な
評
価
に
よ
り
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
人

事
評
価
制
度
と
し
て
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

問　
防
災
対
応
型
エ
リ
ア
放
送
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　
市
長　

平
成
28
年
度
の
初
め
ま
で

に
全
世
帯
の
７
割
程
度
を
受
信
世
帯
と

な
る
よ
う
事
業
の
進
捗
を
図
っ
て
お

り
、
現
在
は
麻
生
庁
舎
に
設
置
す
る
放

送
セ
ン
タ
ー
及
び
支
局
の
整
備
等
を
進

め
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
市
民
へ
の
周
知
を
含
め
て
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か

答　
市
長
公
室
長　

視
聴
設
定
を
必
要

と
し
ま
す
の
で
、希
望
世
帯
に
は
区
長
、

消
防
団
員
、
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
に
啓

発
等
の
戸
別
訪
問
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
設
定
・
活

用
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
現
在
作
成
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
放
送
受
信
可
能
地
区
か

ら
順
次
配
布
し
て
い
き
ま
す
。

も
行
っ
て
い
ま
す
。
３
つ
の
中
学
校
区

に
お
い
て
、
小
中
連
携
全
体
協
議
会
が

実
施
さ
れ
、
小
中
一
貫
教
育
、
連
携
活

動
に
つ
い
て
計
画
の
見
直
し
と
実
施
に

つ
い
て
確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

問　
今
後
の
保
育
園
、認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
の
連
携
に
よ
る
保
育
、
教
育
環

境
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て答　
教
育
長　

28
年
度
か
ら
、幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
園
の
教
職
員
が

一
堂
に
会
し
た
市
全
体
の
研
修
を
、
こ

ど
も
福
祉
課
と
協
力
し
て
実
施
し
、
幼

児
教
育
の
質
の
向
上
、
保
育
、
教
育
環

境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

問　
他
自
治
体
に
出
向
、
派
遣
さ
れ
て

い
る
職
員
の
状
況
、
経
緯
、
成
果
に
つ

い
て

答　
総
務
部
長　

権
限
移
譲
等
に
よ
り

複
雑
化
す
る
事
務
を
円
滑
に
進
め
た

り
、職
員
の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
、

業
務
運
営
に
対
す
る
視
野
の
拡
大
や
専

門
的
知
識
、
技
術
の
習
得
が
図
ら
れ
、

ま
た
派
遣
先
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
情

報
を
得
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

職
員
の
人
事
交
流
、

異
動
に
つ
い
て

防
災
対
応
型
エ
リ
ア
放
送

整
備
事
業
に
つ
い
て



No.43
行方市 議会だより議会だより 14

問　
先
行
型
地
方
創
生
交
付
金
を
用
い

た
６
つ
の
事
業
の
経
過
と
事
業
の
継

続
、
そ
の
具
体
的
目
標
は

答　

市
長　

先
行
型
地
方
創
生
交
付
金

の
目
的
は
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
地

方
版
総
合
戦
略
の
早
期
か
つ
有
効
な
策
定

と
、
地
方
が
直
面
す
る
構
造
的
な
課
題
へ

実
効
性
の
あ
る
先
駆
的
な
取
り
組
み
に
対

し
、
国
が
先
行
し
て
応
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
方
の
活
性
化
を
促
進
す
る
も
の
で

す
。
い
ず
れ
の
事
業
も
行
方
市
創
生
を
推

進
す
る
た
め
の
大
変
重
要
な
事
業
で
あ
り
、

今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
課
に
お
い
て
同

様
の
施
策
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
市
道
路
線
の
認
定
と
改
廃
の
判
断

地
方
創
生
事
業
の進

捗
に
つ
い
て

公
共
財
と
し
て
の
道
路
、

排
水
路
に
つ
い
て

栗原　繁 議員

答　
建
設
部
長　

認
定
関
係
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
の
合
併
当
初
か
ら
平

成
27
年
を
比
べ
る
と
、
路
線
数
で
約

１
２
９
本
ほ
ど
ふ
え
て
い
る
現
状
で

す
。
当
然
な
が
ら
維
持
管
理
的
な
費
用

負
担
は
、
経
年
劣
化
で
ふ
え
る
部
分
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
費
用
負
担
軽
減
に
つ

い
て
は
、
道
路
、
橋
等
の
長
寿
命
化
の

計
画
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
毎

年
毎
年
が
一
長
一
短
に
ふ
え
る
わ
け
で

は
な
く
、
平
準
化
的
に
進
ん
で
い
く
よ

う
に
計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問　

道
路
延
長
が
特
に
長
い
行
方
市
、

維
持
費
に
比
し
て
の
交
付
金
に
つ
い
て
、

道
路
を
持
つ
こ
と
の
優
位
性
、
非
優
位

性
と
は

答　
財
政
課
長　

平
成
27
年
度
普
通
交

付
税
の
算
定
は
、
道
路
関
係
、
幅
員
、

延
長
に
お
い
て
、
基
準
財
政
需
要
額
へ

の
算
入
額
が
お
よ
そ
８
億
８
，
０
０
０

万
円
ほ
ど
算
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併

算
定
替
え
に
よ
り
、
今
後
一
本
算
定
で

減
額
に
移
る
わ
け
で
す
が
、
平
成
27
年

度
の
段
階
で
は
、
一
本
算
定
に
お
い
て

も
ほ
ぼ
同
額
の
算
定
と
い
う
こ
と
で
計

算
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

病
児
、
病
後
児
保
育
事
業
で
行

政
の
今
後
の
取
り
組
み
は

答　

市
長　

国
の
平
成
28
年
度
予
算

で
も
希
望
出
生
率
１
．
８
に
直
結
す
る

緊
急
対
策
と
し
て
運
営
費
、
整
備
費
支

援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
も
、
国
・
県
の
施
策
を
踏
ま
え
、
な

め
が
た
地
域
総
合
病
院
を
は
じ
め
と
し

て
個
人
病
院
等
へ
も
病
後
児
保
育
事
業

の
実
施
に
向
け
、
今
後
も
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

答　

保
健
福
祉
部
長　

病
児
保
育
で

す
が
今
年
１
月
に
な
め
が
た
地
域
総
合

病
院
関
係
者
へ
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

働
く
女
性
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支

援
を
し
て
い
く
う
え
で
実
施
に
向
け
検

討
し
て
い
く
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。
ほ
か
の
病
院
に
つ
い
て
も
機
会
あ

る
ご
と
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て藤﨑　仙一郎 議員

麻生公民館脇排水路

問　

麻
生
公
民
館
裏
の
排
水
路
の
処

理
方
法
に
つ
い
て

答　

建
設
部
長　

下
水
道
事
業
計
画

区
域
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
助
対
象

と
な
る
本
事
業
で
の
雨
水
処
理
事
業
の

実
施
を
検
討
し
、
既
に
計
画
さ
れ
て
い

る
雨
水
全
体
計
画
の
見
直
し
を
、
平
成

28
年
度
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
平
成

29
年
度
以
降
、
地
域
住
民
の
説
明
、
事

業
認
可
取
得
、
実
施
設
計
等
を
経
て
工

事
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
現
在
は
前
川
流
域
に

接
続
さ
れ
て
い
な
い
麻
生
地
区
の
雨
水

排
水
を
、
本
来
の
河
川
流
域
で
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
恒
常

的
に
発
生
す
る
浸
水
等
の
被
害
を
軽
減

で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
早
期
の
完
成
に
向
け
て
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
内
排
水
路
に
つ
い
て
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問　

安
全
安
心
さ
が
担
保
さ
れ
て
い

な
い
地
域
社
会
は
栄
え
な
い
し
人
々
を

呼
び
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で

伺
い
ま
す
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
現
状
と

今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て

答　

保
健
福
祉
部
長　

現
状
と
し
て
、

父
子
家
庭
86
世
帯
、
母
子
家
庭
３
０
４

世
帯
と
昨
年
よ
り
父
子
家
庭
10
世
帯
、

母
子
家
庭
が
15
世
帯
ほ
ど
増
加
し
て
い

ま
す
。
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
は
経

済
的
支
援
で
あ
る
児
童
扶
養
手
当
や
生

活
資
金
の
貸
付
相
談
、
母
子
家
庭
等
の

就
業
を
支
援
し
自
立
を
促
す
高
等
職
業

訓
練
促
進
給
付
金
、
子
育
て
や
生
活
に

関
す
る
相
談
事
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
母
子
、
父
子
自
立
支
援
相
談
員
を

配
置
し
多
岐
に
わ
た
り
対
応
し
て
い
ま

す
。

問　

介
護
施
設
に
入
れ
な
い
よ
う
な

行
き
場
の
な
い
高
齢
者
に
対
す
る
対
応

は
ど
の
様
に
さ
れ
て
い
る
の
か 髙橋　正信 議員

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

問　

土
浦
協
同
病
院
の
開
院
に
あ
た

り
、
な
め
が
た
地
域
総
合
病
院
の
今
後

に
つ
い
て
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
等
が
撤

退
し
た
周
辺
地
域
の
整
備
は
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う

答　

市
長　

土
浦
協
同
病
院
と
同
じ

Ｊ
Ａ
厚
生
連
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
、
今
ま

で
以
上
に
連
携
体
制
が
図
ら
れ
、
医
療

技
術
や
ス
タ
ッ
フ
交
流
が
一
段
と
進
む

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
土
浦

協
同
病
院
の
患
者
の
回
復
期
、
慢
性
期

の
受
け
皿
と
し
て
の
機
能
も
大
き
く
な

り
、
医
療
連
携
病
院
と
し
て
、
な
め
が

た
地
域
総
合
病
院
は
、
今
ま
で
以
上
に

重
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
地
理
的
中
心
地
区
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
策
定
中
の
行
方

市
総
合
戦
略
で
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
、
な
め
が
た
地
域
総
合
病
院
周
辺
の

拠
点
化
を
掲
げ
ま
し
た
。
今
後
、
市
民

参
画
の
も
と
病
院
と
行
政
が
協
力
、
連

携
し
、「
に
ぎ
わ
い
の
場
」
の
創
出
の

鈴木　裕 議員

な
め
が
た
地
域
総
合
病
院
の

今
後
に
つ
い
て

答　
保
健
福
祉
部
長　

経
済
的
に
も
環

境
的
に
も
支
援
の
必
要
な
場
合
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で
措
置
と
い
う
形
が
と
れ

ま
す
。
27
年
度
に
関
し
て
は
２
件
ほ
ど

あ
り
ま
し
た
。

問　

東
京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
対

応
策
は
本
市
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
も

の
か

答　
市
長　

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
支
援

や
就
農
、
就
労
支
援
、
出
産
、
育
児
支

援
な
ど
と
と
も
に
戦
略
的
な
企
業
誘
致

な
ど
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
や

仕
事
に
新
た
な
流
れ
を
つ
く
り
出
し
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も

に
、
本
市
で
豊
か
な
生
活
を
安
心
し
て

営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
形
成

で
き
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問　

社
会
減
を
い
か
に
半
減
さ
せ
る

か
、
ゼ
ロ
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
か
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な

る
の
か

答　
市
長
公
室
長　

本
市
の
歴
史
、
風

土
、
文
化
を
伝
承
し
な
が
ら
若
い
世
代

が
安
心
し
て
働
く
場
所
を
確
保
し
、
経

済
的
な
安
定
を
図
り
、
Ｕ
・
Ｉ
・Ｊ
タ
ー

ン
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 地

方
創
生
に
つ
い
て

た
め
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

問　

業
務
に
精
通
し
た
職
員
は
配
置

さ
れ
て
い
る
の
か

答　
総
務
部
長　

指
導
監
督
が
で
き
る

職
員
等
の
配
置
に
心
掛
け
、
業
務
の
遂

行
に
支
障
が
出
な
い
様
努
め
て
い
き
ま

す
。

問　

困
窮
世
帯
へ
の
進
学
費
用
の
貸

し
付
け
に
つ
い
て

答　
保
健
福
祉
部
長　

低
所
得
世
帯
の

方
が
入
学
及
び
就
学
時
に
必
要
な
経
費

を
20
年
償
還
無
利
息
で
貸
付
け
る
教
育

支
援
資
金
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

問　

平
成
28
年
度
の
再
任
用
の
予
定

者
数
及
び
新
規
採
用
職
員
数
に
つ
い
て

答　

総
務
部
長　

雇
用
と
年
金
の
接

続
が
図
ら
れ
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
26
度
か
ら
再
任
用
職
員
を
雇

用
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
か
ら
の

継
続
者
あ
わ
せ
て
平
成
28
年
度
の
予
定

者
数
は
20
人
で
す
。
新
規
採
用
職
員
は

11
人
で
す
。

市
民
窓
口
対
応
に
つ
い
て

教
育
支
援
に
つ
い
て

職
員
の
再
任
用
に
つ
い
て
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問　
水
害
対
策
に
つ
い
て
、
昨
年
鬼
怒

川
の
堤
防
決
壊
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
そ
れ
を
受
け
市
内
の
河

川
、
堤
防
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
伺
う

答　

総
務
部
長　

北
浦
地
区
大
円
寺
川

周
辺
で
堤
防
危
険
個
所
の
緊
急
点
検
を
実

施
し
ま
し
た
。
水
位
状
況
や
水
位
の
み
な

ら
ず
強
風
に
よ
る
高
波
な
ど
警
戒
す
べ
き

災
害
と
感
じ
て
い
ま
す
。

問　
麻
生
東
小
通
学
路
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
う

答　

建
設
部
長　

用
地
取
得
に
時
間
が

か
か
り
事
業
完
了
に
数
年
を
要
す
る
状
況

で
す
。

答　

総
務
部
長　

あ
そ
う
温
泉
白
帆
の

湯
、
北
浦
荘
は
直
営
だ
っ
た
場
合
よ
り
平

成
26
年
度
決
算
値
で
約
３
，
０
０
０
万

円
近
い
支
出
の
節
減
効
果
が
で
て
い
ま

す
。
業
務
委
託
は
学
校
給
食
等
の
調
理
、

配
送
業
務
委
託
が
直
営
時
よ
り
、
約
６
，

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

指
定
管
理
委
託
業
務
に
よ
る

費
用
対
効
果
に
つ
い
て

土子　浩正 議員

問　
税
の
公
平
及
び
課
税
状
況

答　

総
務
部
長　

近
年
の
普
通
税
の
状

況
は
大
震
災
を
受
け
、
平
成
24
年
度
は
減

収
、
25
年
度
以
降
は
震
災
前
と
比
較
し
微

増
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
固
定
資
産
税

の
増
収
に
よ
る
も
の
で
、
う
ち
、
土
地
は

全
体
的
に
下
落
傾
向
、
家
屋
も
年
２
０
０

棟
前
後
の
新
築
家
屋
を
含
め
て
も
、
３
年

に
一
度
評
価
替
え
に
よ
り
減
収
の
傾
向
に

あ
り
、
一
方
、
法
人
事
業
者
に
よ
る
太
陽

光
発
電
施
設
に
係
る
償
却
資
産
等
が
堅
調
。

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
償
却
資
産
は
昨
年

よ
り
若
干
で
す
け
ど
申
告
数
が
増
加
し
て

お
り
、
今
後
も
納
税
者
に
十
分
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
制
度
の
啓
発
活
動
を
実

施
し
、
公
平
・
公
正
な
課
税
に
努
め
ま
す
。

問　
新
年
度
予
算
の
中
で
ア
ピ
ー
ル
さ

れ
た
い
点
は

答　

市
長　

日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同

時
交
流
受
け
入
れ
事
業
。
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
つ
い
て

小林　久 議員

７
５
５
万
円
の
効
果
額
と
な
り
ま
す
。

問　
地
元
活
性
化
対
策
は

答　

市
長　

経
費
と
削
減
効
果
や
、
情

報
を
得
て
安
け
れ
ば
い
い
の
で
は
な
く

効
率
性
を
み
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

問　
格
差
社
会
に
よ
る
隠
れ
貧
困
層
の

把
握
、
対
応
に
つ
い
て
伺
う

答　

保
健
福
祉
部
長　

児
童
扶
養
手
当

は
７
世
帯
が
新
規
対
象
者
と
な
り
、
教

育
扶
助
支
給
の
対
象
者
は
、
小
、
中
、

高
校
生
４
世
帯
６
人
で
す
。

問　
全
国
平
均
で
16
．
３
％
、
６
人
に

１
人
の
子
ど
も
が
貧
困
と
言
わ
れ
て
い

る
が
学
校
で
把
握
で
き
て
い
る
か

答　

教
育
長　

担
任
を
通
し
て
状
況
を

把
握
し
、
修
学
旅
行
費
の
問
題
、
制
服
、

ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
、
新
し
い
物
が
用
意
で
き

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
学
校
で
費
用
を
一

時
立
て
替
え
る
等
対
応
し
て
い
ま
す
。

問　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、

食
べ
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
べ
き
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
公
平
性
と
い
う
考
え
か

ら
み
ん
な
が
食
べ
る
給
食
、
全
員
対
象

で
は
な
い
通
学
バ
ス
代
を
元
に
戻
し
て

も
給
食
費
に
充
て
無
償
化
し
た
ら
ど
う

か答　

市
長　

食
材
費
が
上
が
っ
て
い
て

も
給
食
費
を
値
上
げ
し
な
い
方
向
で
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
に
つ
い
て

２
０
１
９
年
茨
城
国
体
に
向
け
た
選
手
強

化
事
業
。
農
業
用
機
械
導
入
補
助
金
を
交

付
し
、
農
業
振
興
、
産
地
の
強
化
を
図
り

た
い
。
公
共
交
通
網
の
整
備
を
地
方
創
生

予
算
の
中
に
踏
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。

答　

市
長
公
室
長　

市
長
公
室
と
し
て

は
総
合
戦
略
の
推
進
に
尽
き
る
と
思
う
。

問　
各
部
・
課
に
お
い
て
新
年
度
に
向

け
た
課
題
は

答　

会
計
管
理
者　

部
長
決
裁
権
限
を

高
め
、
よ
り
迅
速
な
事
務
事
業
の
執
行
。

答　

保
健
福
祉
部
長　

市
の
高
齢
化
率

は
31.

６
％
で
超
高
齢
化
社
会
に
向
け
将

来
、
医
師
、
看
護
職
、
介
護
職
の
不
足
が

課
題
で
す
。

答　

教
育
次
長　

貴
重
な
文
化
財
の
適

切
な
保
管
場
所
が
な
い
た
め
検
討
が
必
要

で
す
。

答　

建
設
部
長　

道
路
及
び
橋
梁
の
維

持
管
理
が
要
望
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い

状
況
で
す
。

答　

経
済
部
長　

鳥
獣
被
害
防
止
、
特

に
イ
ノ
シ
シ
被
害
。
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

可
能
性
調
査
の
成
果
を
検
討
す
る
こ
と
が

課
題
で
す
。

答　

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

改
正
農

業
委
員
会
法
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
で
す
。

答　

総
務
部
長　

市
が
保
有
す
る
公
有

未
利
用
財
産
の
活
用
が
課
題
で
す
。
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３月定例会で可決された　平成27年度補正予算
会計別 補正額 主な内容 総額

一般会計（５号） 6,288 万
　2,000 円

・自転車サポートステーション用ＡＥＤ購入 /90 万円
・公共サイン整備事業 /△ 160 万円
・防犯灯設置工事 /△ 900 万円
・情報セキュリティ強化対策事業 /1,590 万円
・公共施設整備基金積立金 /1 億円
・道路整備事業（道路調査設計委託料）/△ 600 万円
・防災まちづくり基金積立事業 /3,000 万円
・�道路整備事業（道路改良舗装工事、立木等補償料）/
△ 600 万円
・定住化促進事業 /△ 500 万円
・戸籍住民基本台帳事務費 /705 万 5,000 円
・行方市議会議員一般選挙費 /△ 351 万 4,000 円
・行方市農業委員会委員一般選挙費 /△ 584 万 9,000 円
・臨時福祉給付金支給事業 /665 万円
・�年金生活者等支援臨時福祉給付金支給事業 /1 億 3,192
万 1,000 円
・農用地利用集積補助金 /384 万円
・急傾斜地崩壊対策事業負担金 /1,250 万円
・道路維持補修事業（維持補修工事）/200 万円

191 億
7,326 万円

一般会計（６号） 9,774 万
　8,000 円

・防災対応型エリア放送整備事業 /1,600 万 8,000 円
・なめがた情報発信まちづくり活性化事業 /5,664 万円
・６次産業化ビジネス地域創生事業 /360 万円
・公共交通地域創生事業 /2,150 万円

192 億
7,100 万 8,000 円

特
別
会
計

国民健康保険 2,342 万
　5,000 円

・一般被保険者高額療養費負担金 /3,000 万円
・後期高齢者支援金 /124 万 6,000 円
・国庫支出金返還金 /4,641 万 5,000 円
・�保険財政共同安定化事業拠出金負担金/△3,727万9,000
円

61 億
1,485 万 1,000 円

介護保険 7,881 万
　4,000 円

・（歳入）現年度分特別徴収保険料 /4,612 万 5,000 円
・介護サービス給付費負担金 /4,465 万 4,000 円
・家族介護用品支給事業扶助 47 万 1,000 円
・介護給付費準備基金積立金 /3,360 万 6,000 円

34 億
5,751 万 8,000 円

後期高齢者医療 △ 225 万
　　6,000 円 ・後期高齢者医療広域連合納付金 /△ 225 万 6,000 円 3 億

674 万 4,000 円

農業集落排水事業 △ 20 万
　　1,000 円 ・職員給与費 /△ 20 万 1,000 円 1 億

3,860 万 4,000 円

特定環境保全公共下
水道事業

△ 637 万
　　9,000 円

・移転補償料 /△ 603 万 7,000 円
・排水設備工事補助金 /△ 32 万円

4億
5,934 万 1,000 円

流域関連公共下水道
事業 △ 1,782 万円

・流域下水道維持管理負担金 /△ 168 万 5,000 円
・管渠工事 /△ 590 万円
・霞ケ浦水郷流域下水道建設負担金 /△ 1,020 万 5,000 円

3 億
3,222 万 5,000 円

戸別浄化槽整備事業 △ 5,040 万
　　5,000 円

・浄化槽設置工事 /△ 4,000 万円
・単独浄化槽撤去等補助金 /△ 285 万円
・戸別浄化槽整備事業債償還基金積立金 /△753万1,000円

1 億
325 万 5,000 円

水道事業会計 △ 3,683 万円

・�（歳入）東京電力福島第一・第二原発事故損害賠償金
/110 万 5,000 円
・重要給水施設配水管布設工事 /△ 2,388 万 3,000 円
・緊急時用連絡管布設工事 /△ 1,405 万 2,000 円

14 億
8,912 万円
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○地方創生推進特別委員会（宮内　守 委員長）
　　視察先：　参議院議員会館
　　視察日：　１月 28日（木）
　　参加者：　委員 16 名、議長、市３名　（計 20 名）
　　内　容：　�○地方創生及び地方創生コンシェルジュ制度に

ついて
　内閣官房内閣審議官・内閣府地方創生推進室次長　末宗徹
郎氏と内閣官房副長官補付・内閣府地方創生推進室参事官補佐　横田清泰氏の講演から、
日本の人口は 2060 年には 2008 年の 2/3 となり地方の多くが消滅し、いずれ日本全体が衰
退する恐れがある。所得や保育所問題など若い世代の希望が実現すると出生率が 1.8 程度
に向上することが可能と考えていることや、東京一極集中の是正等の情報が得られました。
また、地方創生の法律のポイント、論点について事例など紹介があり、当委員会のまとめ
に向けて大いに参考となりました。

○行方市議会活性化特別委員会（岡田晴雄 委員長）
　　視察先：　町田市議会（東京都）
　　視察日：　１月 29日（金）
　　参加者：　委員 16 名、議長、市３名　（計 20 名）
　　内　容：　○ＩＴを活用した情報発信について
　　　　　　　（議会ライブ中継の導入経過、導入後の状況等）
　　　　　　　○議会報告会について
　町田市議会はインターネットによる生中継を、平成15年12月定例会より実施しています。
中継は本会議のみとし、録画放送をオンデマンドにて 24時間閲覧可能としています。また、
新庁舎完成後の平成 24 年９月定例会からは、委員会のインターネット中継と本会議場での
電子表決の実施をしています。更に、スマートフォンやタブレット端末より、本会議・委
員会の視聴を、平成 27 年３月 30日より開始しています。中継を導入した結果、傍聴者の
数も年度毎に少なくなってきているとの事でした。
　議会報告会については、議会基本条例を制定していないため、議会報告会をせずに常任
委員会単位で市民等との意見交換会を実施しています。内容的には、市内各種団体より意
見交換会の要望を受けて実施しています。テーマについては要望を受けた時に、団体等よ
り依頼があるようです。

○百里基地対策特別委員会（栗原　繁 委員長）
　　視察先：　�みやこ町役場（福岡県）　築上町役場（福岡県）

築城基地（福岡県）
　　視察日：　２月２～３日（火・水）
　　参加者：　委員６名、議長、市３名　（計 10 名）
　　内　容：　�○特定防衛施設周辺整備調整交付金及び再編

交付金を活用した主な事業について
　みやこ町役場及び築上町役場では、築城（ついき）基地関連の交付金を活用し各種事業
を行っていることから、当市も百里基地関連で参考となるため視察研修を行いました。
　交付金使途の説明では、基金化して実施しているものもあり、国との調整や、手続きに
ついて確認することができました。基金化しているものはスムーズに事業実施できる説明
がありました。ただし、道路事業には基金は使えないとのことでした。
　築城基地では、基地内で概要説明を受け、基地の施設を視察しました。

行
政
視
察
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

委員会では、付託された議案等の審査や
所管する事項の諸問題について調査を行っています。委員会レポート

地方創生推進特別委員会

百里基地対策特別委員会

行方市議会活性化特別委員会
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●議会日誌●
２月
　2～ 3日　�百里基地対策特別委員会行政

視察研修
　４日　県市議会議長会
　９日　全国市議会評議員会
　13 日　かすみがうら市制10周年記念式典
　15 日　総務委員会
　16 日　県市議会議長会第２回議員研修会
　16 日　鹿行政経懇話会
　17 日　教育厚生委員会
　18 日　経済建設委員会
　19 日　議会運営委員会
　19 日　全員協議会
　19 日　地方創生推進特別委員会
　26 日　第１回定例会（開会）

３月
　２日　経済建設委員会
　４日　全員協議会
　７日　広報委員会
　11 日　予算特別委員会第１、２分科会
　11 日　�東日本大震災５周年追悼復興記

念式典
　14 日　予算特別委員会第１、２分科会
　23 日　東松島市議会行政視察来訪
　23 日　総務委員会
　23 日　地方創生推進特別委員会
　28 日　予算特別委員会
　28 日　第１回定例会（閉会）
　28 日　広報委員会

４月
　９日　稲敷市庁舎竣工式
　15 日　県東市議会議長会
　19 日　県市議会議長会定例会
　22 日　鹿行政経懇話会
　22 日　百里基地周辺市町村協力会総会
　25 日　市町村長・市町村議会議長会議
　26 ～ 27 日　関東市議会議長会定例会

議会トピックス 行方市議会情報を、市公式ホームページに掲載しています。また、本会議の日程等を
メールマガジンで配信しています。　≫≫≫　　http://www.city.namegata.ibaraki.jp/

傍聴してみませんか？
　傍聴は、議会の活動や市政の動きを知る
チャンスです。本会議では、市民生活に関
するさまざまな決まりごとや問題について
審議が行われています。
　また、一般質問では、市長の考えを聞くこ
とができます。事前の申し込みは必要ありませんので、
ぜひお越しください。
---------------------------------------------------------------------------------------------------
次の定例会は
　「平成 28 年　第２回　定例会」
　６月６日（月）　開会の予定です。

　６月６日（月）　開会、議案の上程、審議
　　　８日（水）　一般質問
　　　９日（木）　一般質問
　　　10日（金）　一般質問（予備日）
---------------------------------------------------------------------------------------------------

○傍聴席は44席（先着順）
○�事前の申し込みは不
要です。

○�日程は、決まり次第
市ホームページ等で
ご案内いたします。

　�ご不明な点は、
　議会事務局
　（☎0299-55-0111）へ
　お問い合わせください。

議場は玉造庁舎　３階です

　

宮
城
県
東
松
島
市
議
会
（
会
派

名
：
清
風
、
議
員
４
名
）
が
、
３

月
23
日
に
行
政
視
察
に
来
訪
さ
れ

ま
し
た
。
な
め
が
た
農
産
物
販
売

促
進
事
業
「
な
め
が
た
食
彩
マ
ー

ケ
ッ
ト
会
議
」、
第
６
次
産
業
型

観
光
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
に
よ
る

「
Ｃ
級
観
光
地
」
の
運
営
に
つ
い

て
研
修
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
松
島
市
議
会
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　視
察
に
来
訪

　

静
岡
県
菊
川
市
議
会
（
総
務
建

設
委
員
会
委
員
11
名
）
が
、
１
月

22
日
に
行
政
視
察
に
来
訪
さ
れ

ま
し
た
。
企
業
誘
致
及
び
、
な
め

が
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
の

運
営
に
つ
い
て
研
修
を
さ
れ
ま
し

た
。
菊
川

市
議
会
の

ま
す
ま
す

の
ご
発
展

を
ご
祈
念

い
た
し
ま

す
。

ここが
入口です
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過去の「行方市議会だより」を行方市公式ホームページで見ることができます。
http://www.city.namegata.ibaraki.jp/ 議会だより議会だより

●
行
方
市
の
総
合
戦
略
計
画
は
、
市
民

の
声
を
取
り
入
れ
た
素
晴
ら
し
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
国
や
他
の
市

町
村
で
出
し
て
い
る
も
の
と
、
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
が

…
。
も
っ
と
行
方
市
と
し
て
何
か
特
色

の
あ
る
計
画
だ
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
課
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

計
画
を
つ
く
っ
た
以
上
は
、
よ
り
よ
い

行
方
市
づ
く
り
の
た
め
に
実
行
し
、
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
60
代
男
性
）

●
北
浦
小
学
校
が
開
校
し
、
旧
北
浦
地

区
も
一
つ
の
小
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し

た
。
少
子
化
と
子
ど
も
達
の
教
育
環
境

を
考
え
る
と
致
し
方
な
い
事
で
す
が
、

廃
校
地
区
の
住
民
と
し
て
は
一
抹
の
寂

し
さ
を
覚
え
ま
す
。
地
域
の
活
力
向
上
、

ひ
い
て
は
行
方
市
の
発
展
の
た
め
に
も
、

出
生
率
向
上
が
一
番
大
事
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
出
生
率
と
経

済
状
態
の
国
際
的
統
計
で
は
、
と
び
き

り
裕
福
な
場
合
を
除
け
ば
、
裕
福
度
に

反
比
例
し
て
出
生
率
が
低
下
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
所
得
向
上

施
策
だ
け
で
は
問
題
が
解
決
で
き
な
い

事
を
示
唆
し
て
お
り
、
行
政
に
携
わ
る

方
々
の
知
恵
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
50
代
男
性
）

●
人
が
輝
く
行
方
市
に
な
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
自
然
に
恵
ま
れ
気

候
風
土
も
穏
や
か
で
す
。
歴
史
や
文

化
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
素
晴
ら

し
い
環
境
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
、
知
恵
を
働
か
せ
、
共

働
し
て
こ
つ
こ
つ
と
前
に
進
ん
で
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
の
先
導
と
し

て
、
議
会
の
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
誰
に
で
も
で
き
る
仕
事
で
な
く

選
ば
れ
て
お
願
い
さ
れ
た
の
で
す
か

ら
。
未
来
に
向
か
い
、
市
長
さ
ん
、
職

員
さ
ん
と
市
民
の
た
め
も
う
ひ
と
踏
ん

張
り
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
念
じ
ま
す
。

�

（
50
代
男
性
）

●
行
方
市
に
寄
せ
る
想
い

高
校
を
卒
業
し
上
京
す
る
ま
で
十
八
年

間
住
ん
だ
行
方
市
で
す
が
、当
時
は
「
こ

こ
に
な
い
も
の
」
ば
か
り
に
目
が
行
っ

て
、
都
会
へ
の
憧
れ
ば
か
り
を
募
ら
せ

て
い
ま
し
た
。
い
ざ
東
京
で
何
年
も
暮

ら
し
て
み
る
と
、
逆
に
「
東
京
に
な
い

け
れ
ど
行
方
市
に
あ
っ
た
も
の
」
に
気

が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
電
車
に

乗
れ
ば
ど
こ
に
で
も
行
け
て
、
お
店
に

入
れ
ば
何
で
も
手
に
入
る
東
京
の
街

で
、
青
々
と
し
た
夏
の
田
園
を
吹
き
抜

け
る
風
が
、
無
性
に
恋
し
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。�

（
20
代
女
性
）

●
茨
城
県
の
象
徴
で
あ
る
筑
波
山
は
男

体
山
と
女
体
山
か
ら
な
り
た
っ
て
お
り
、

見
る
地
域
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
表

情
、
シ
ル
エ
ッ
ト
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
私
は
長
年
行
方
市
に
住
ん
で
い

ま
す
が
、
行
方
市
か
ら
見
る
筑
波
山
が

一
番
か
っ
こ
良
く
美
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
同
じ
よ
う
に
県
内
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
住
む
人
も
幼
い
こ
ろ
か
ら
住
み

親
し
ん
だ
場
所
か
ら
見
え
る
景
色
に
特

別
な
感
情
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
行
方
市
に
も
地
域
特
性
を

活
か
し
た
地
域
住
民
の
誇
れ
る
市
政
を

期
待
し
ま
す
。�

（
40
代
男
性
）

●
か
つ
て
は
、
鹿
島
鉄
道
が
走
る
絶
景

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
玉
造
地
区

の
湖
岸
に
太
陽
光
発
電
が
造
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。そ
し
て
、今
尚
広
大
な
農
地
に
、

狭
い
住
宅
地
に
建
設
中
で
あ
る
。
つ
く

ば
市
で
は
大
き
な
問
題
提
起
を
し
て
く

れ
て
い
ま
す
が
、
行
方
市
も
安
閑
と
し

て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
水
と
緑
と
自
然

あ
ふ
れ
る
風
景
を
子
々
孫
々
に
残
す
た

め
に
行
政
で
早
い
う
ち
に
こ
れ
以
上
の

太
陽
光
発
電
の
建
設
が
進
ま
な
い
よ
う

に
規
制
を
か
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
遊

休
農
地
の
対
策
を
真
剣
に
検
討
す
る
時

期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�
（
60
代
女
性
）

ちょっとひと言!!

市民の声
広報委員が市民
の皆さんに、行方
市に寄せる思い
をインタビュー
しました。

　

新
緑
の
候
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
昨
年
４
月
の
統
一
地
方

選
挙
後
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
が
駆
け
足
で
過

ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
市
制
施
行

10
周
年
の
記
念
行
事
等
が
あ
り
、
改
め
て
「
行

方
市
の
良
さ
」を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
28
年
度
予
算
を
は
じ
め
46
件
の
議
案
が
審
議

さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
各
定
例
会
、
臨
時
議

会
で
は
重
要
な
議
案
審
議
や
一
般
質
問
で
は
、

行
方
市
の
問
題
や
課
題
な
ど
多
く
の
質
疑
応
答

が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
広
報
委
員
会
と
し
て

も
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
少
し
で
も
多
く
の
記

事
等
を
掲
載
で
き
る
よ
う
、
広
報
委
員
会
一
同

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
わ
や
か
な
五
月
晴
れ
の
日
々
を
ま
す
ま
す

お
元
気
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。�

（
藤
﨑
仙
一
郎
）

編

集

後

記

広報委員会
委 員 長　土　子　浩　正
副委員長　小野瀬　忠　利
委　　員　髙　橋　正　信
　〃　 　宮　内　　　守
　〃　 　藤　﨑　仙一郎
　〃　 　阿　部　孝太郎

議
会
だ
よ
り
の

ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

北浦小学校教室より


